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か
つ
て
日
本
中

に
あ
っ
た
日
本
の

田
植
え
歌
は
農
業

の
機
械
化
に
よ
り

滅
び
去
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

田
植
え
歌
は
ボ
ル
ガ
の
舟
引

き
歌
や
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
歌

な
ど
と
同
類
の
ワ
ー
キ
ン
グ

・
ソ
ン
グ
で
あ
る
。

　

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」
を
口

ず
さ
み
な
が
ら
治
療
す
る
小

児
歯
科
医
が
い
た
。
今
、
生

産
ラ
イ
ン
に
向
か
っ
て
作
業

し
て
い
る
労
働
者
は
、
歌
を

口
ず
さ
む
こ
と
な
く
、
耳
に

は
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
音
楽

が
流
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
大
吟
醸
」

と
い
う
高
級
酒
が
あ
る
。
飲

む
時
で
な
く
、
造
る
時
に
大

声
で
歌
う
の
だ
。「
吟
醸
」

か
ら
見
え
て
く
る
風
景
は
冬

期
に
豪
雪
地
帯
か
ら
季
節
労

働
者
と
し
て
灘
五
郷
や
伊
丹

や
池
田
に
や
っ
て
き
て
、
巨

大
な
酒
樽
の
周
囲
の
足
場
を

仲
間
と
歩
き
回
り
な
が
ら
、

大
き
な
櫂
で
麹
米
を
掻
き
回

す
単
純
作
業
で
あ
る
。
こ
の

際
大
吟
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
・

ソ
ン
グ
の
一
節
く
ら
い
残
っ

て
い
そ
う
だ
が
。

　

巨
大
酒
樽
や
櫂
は
酒
造
記

念
館
に
展
示
さ
れ
、
機
械
で

混
ぜ
る
麹
米
に
は
ス
ピ
ー
カ

ー
か
ら
の
音
楽
を
き
か
せ

る
。
そ
れ
を
「
大
吟
醸
」
と

言
う
の
だ
ろ
う
か
。

個
別
指
導
の
今

個
別
指
導
の
今

社
保
研
究
部

⑥

会
で
は
、
黒
田
ま
さ
こ
議
員

（
共
産
）が
個
別
指
導
の
強
化

に
つ
い
て
追
及
し
て
い
る
。

新
規
個
別
指
導
で
は
３
週
間

前
、
個
別
指
導
で
も
３
日
前

に
患
者
名
簿
を
送
付
し
て
い

　

５
回
の
連
載
の
な
か
で
、

指
導
・
監
査
が
近
畿
厚
生
局

へ
移
管
後
、
い
か
に
強
化
さ

れ
て
き
た
の
か
を
取
り
上
げ

て
き
た
。

　

今
年
３
月
定
例
大
阪
府
議

大
阪
市
に「
適
正
化
推
進
チ
ー
ム
」

生
活
保
護
の
不
正
請
求
な
ど
調
査

た
の
を
、
前
日
の
午
後
に
フ

ァ
ク
ス
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
点
に
つ
い
て
、「
以
前
に

３
日
前
だ
と
か
１
週
間
前
だ

と
か
に
名
前
を
出
し
て
不
都

合
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？
ど

れ
く
ら
い
の
件
数
が
あ
っ
た

の
で
す
か
？
」
と
の
黒
田
氏

の
質
問
に
対
し
て
、
増
永
剛

夫
国
民
健
康
保
険
課
長
は

「
不
都
合
等
に
つ
い
て
は
承

知
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
」

と
明
確
に
回
答
し
て
い
る
。

診療報酬の大幅引き上げが不可欠
　

診
療
報
酬
改
定
の
基
礎
資

料
と
な
る
医
療
経
済
実
態
調

査
の
速
報
値
（
２
０
０
９
年

６
月
実
施
）
が
公
表
さ
れ

た
。
歯
科
診
療
所
で
は
前
回

調
査
分
（
07
年
６
月
）
に
比

べ
て
、
保
険
・
自
費
と
も

「
医
業
収
益
」
は
改
善
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
医
業

・
介
護
費
用
」
が
収
益
の
伸

び
を
大
き
く
上
回
っ
て
増
加

し
、「
損
益
差
額
」
は
過
去

最
低
の
値
に
な
っ
た
。

「
損
益
差
額
」２・
７
万
減

　

個
人
の
歯
科
診
療
所
は
、

２
年
前
と
比
べ
、
医
業
収
益

で
は
「
保
険
診
療
」
が
13
・

１
万
円
伸
び
て
３
１
１
・
６

万
円
（
４
・
４
％
増
）
と
な

り
、
３
０
０
万
円
台
を
回
復

し
た
。「
そ
の
他
診
療
」（
自

由
診
療
）
が
１
・
９
万
円
増

（
４
・
５
％
）
の
44
・
２
万

円
、
医
業
収
益
全
体
は
４
・

７
％
伸
び
て
３
６
１
・
６
万

円
と
な
っ
た
。

　

収
益
に
対
応
す
る
費
用
面

は
、「
歯
科
材
料
費
」
13
・

６
％
増
の
24
・
３
万
円
、

「
そ
の
他
の
医
業
費
用
」
41

・
２
％
増
の
63
・
１
万
円
と

大
幅
な
伸
び
を
示
し
、
費
用

総
額
は
８
・
４
％
増
の
２
４

１
・
５
万
円
で
あ
る
。
収
益

か
ら
費
用
を
差
し
引
い
た

「
損
益
差
額
」
は
２
・
７
万

円
減
の
１
２
０
・
２
万
円
と

な
っ
た
。

　

収
益
の
増
加
分
は
、
歯
科

材
料
費
、
水
道
光
熱
費
、
消

耗
品
費
等
、
個
々
の
患
者
治

療
で
生
じ
る
固
有
費
用
の
増

加
で
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
、

医
院
経
営
の
指
標
と
な
る
損

益
差
額
は
か
え
っ
て
悪
化
し

て
い
る
。

人
件
費
に
し
わ
寄
せ

　

損
益
差
額
を
維
持
し
よ
う

と
す
る
経
営
努
力
は
、
歯
科

衛
生
士
・
歯
科
助
手
な
ど
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
診
療
に
か
か
せ

な
い
「
給
与
費
」（
▲
０
・

２
％
）
や
歯
科
技
工
士
へ
の

外
注
「
委
託
料
」（
▲
９
・

６
％
）
な
ど
、
流
動
性
を
も

た
す
こ
と
が
で
き
る
人
件
費

的
要
素
に
跳
ね
返
ら
ざ
る
を

え
ず
、
し
わ
寄
せ
が
い
く
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
速
報
値
で
は
明
ら

か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

07
年
調
査
確
定
値
の
「
損
益

差
額
」
最
頻
値
が
76
万
２
６

０
０
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
は
さ
ら
に
低
下
し
て
い

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

「
損
益
差
額
」
を
含
め
人

件
費
的
要
素
の
費
用
減
少
は

歯
科
医
療
の
質
の
悪
化
を
も

た
ら
す
。
現
状
の
経
営
努
力

は
限
界
に
来
て
い
る
。
安
定

的
に
良
質
な
歯
科
医
療
を
提

供
す
る
抜
本
的
な
解
決
策

は
、
初
・
再
診
料
を
は
じ
め

と
す
る
診
療
報
酬
の
大
幅
な

引
き
上
げ
以
外
に
な
い
。

　

協
会
は
、
厚
労
省
・
中
医

協
が
調
査
結
果
を
表
面
的
で

は
な
く
、
十
分
踏
み
込
ん
で

分
析
し
た
う
え
で
、
診
療
報

酬
引
き
上
げ
資
料
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

面談した辻惠衆院議員（民主・上）と、
山下芳生参院議員（共産・下）

　

民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

反
し
た
省
令
「
改
正
」
を
止

め
、
レ
セ
オ
ン
ラ
イ
ン
義
務

化
撤
回
、
診
療
報
酬
引
き
上

げ
、
患
者
の
負
担
軽
減
を
求

め
、
協
会
・
保
団
連
は
５

日
、
国
会
要
請
し
た
の
を
は

じ
め
長
妻
厚
労
大
臣
ら
へ
の

文
書
要
請
を
し
た
。

　

要
請
に
は
協
会
か
ら
、
小

山
榮
三
理
事
・
相
談
役
、
宮

本
辰
雄
・
古
田
光
行
両
監

事
、
事
務
局
あ
わ
せ
て
５
人

が
参
加
し
、
大
阪
選
出
の
衆

・
参
39
人
の
国
会
議
員
に
、

①
診
療
報
酬
の
10
％
以
上
の

引
き
上
げ
②
患
者
の
窓
口
負

担
の
軽
減
③
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
廃
止
④
診
療
報
酬

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
の

撤
回
⑤
自
主
共
済
の
保
険
業

法
適
用
除
外―

―

を
求
め

た
。

　

辻
惠
（
民
主
・
衆
）、
山

下
芳
生
（
共
産
・
参
）
両
議

員
と
面
談
。
小
山
氏
は
辻
氏

に
、
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る

歯
科
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

や
、
誰
も
が
早
期
に
歯
科
受

診
で
き
る
よ
う
患
者
負
担
の

軽
減
を
訴
え
た
。
ま
た
オ
ン

ラ
イ
ン
義
務
化
に
つ
い
て
、

「
政
府
の
省
令
改
正
案
は
結

局
、
義
務
化
の
方
向
だ
」
と

し
て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
誠

実
な
実
行
を
求
め
た
。
辻
氏

は
「
資
料
を
よ
く
読
み
検
討

し
た
い
」
と
述
べ
、「
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も

が
、
お
金
の
心
配
の
い
ら
な

い
『
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
』
の
実
現
を
求
め
る
請
願

署
名
」
５
０
０
筆
を
受
け
取

っ
た
。

　

山
下
氏
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

も
自
主
共
済
の
問
題
も
議
員

連
盟
を
つ
く
っ
て
行
動
し
な

い
と
難
し
い
と
し
て
、「
こ

の
よ
う
な
要
請
行
動
を
繰
り

返
し
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

員
に
問
題
意
識
を
す
り
込
ん

で
欲
し
い
」
と
檄
を
飛
ば

し
、
同
署
名
５
０
０
筆
の
紹

介
議
員
を
引
き
受
け
た
。
そ

の
他
、
大
谷
啓
議
員
（
民
主

・
衆
）
の
秘
書
に
も
同
署
名

５
０
０
筆
を
預
け
た
。

　

10
月
30
日
に
は
、
長
妻
厚

労
大
臣
ら
に
「
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
反
し
た
省
令
の
拙
速
な

『
改
正
』
に
反
対
し
、
レ
セ

プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務

化
の
撤
回
を
求
め
る
要
請
」

を
送
付
。
同
様
の
要
請
を
、

11
月
10
日
に
大
阪
選
出
の
衆

・
参
国
会
議
員
に
送
っ
た
。

　

「
歯
科
疾
患
管
理
料
の
取

扱
い
に
つ
い
て
」
10
月
29
日

付
け
で
、
厚
生
労
働
省
保
険

局
医
療
課
が
事
務
連
絡
を
出

し
た
。
改
定
か
ら
１
年
半
経

っ
た
今
も
、
同
管
理
料
に
つ

い
て
の
照
会
が
多
い
と
い

う
。
同
管
理
料
は
、
管
理
計

画
書
の
作
成
と
提
供
、
歯
周

病
罹
患
患
者
に
は
歯
周
組
織

検
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
事
務
連

絡
は
算
定
要
件
の
徹
底
を
図

る
も
の
。（
詳
細
４
面
）

オ
ン
ラ
イ
ン
問
題
で
要
請
強
め
る

診
療
報
酬
と
併
せ
て
国
会
要
請

　

最
近
の
新
た
な
動
き
で

は
、
読
売
新
聞
（
６
月
10
日

付
）
で
生
活
保
護
「
診
療
報

酬
不
適
切
受
給
８
６
０
件
」

と
大
阪
市
の
事
例
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

大
阪
市
は
、
生
活
保
護
に
関

す
る
不
正
請
求
な
ど
の
実
態

を
専
従
職
員
が
調
査
す
る

「
適
正
化
推
進
チ
ー
ム
」
を

１
日
に
設
置
し
た
（
図
）。

　

医
療
機
関
を
取
り
巻
く
情

勢
は
日
々
深
刻
さ
を
増
し
て

い
る
。
協
会
は
不
正
請
求
を

容
認
し
な
い
が
、
強
化
さ
れ

続
け
て
い
る
個
別
指
導
に
対

抗
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
弁
護
士
の
帯
同
を

推
奨
し
て
い
る
。

　

厚
生
局
は「
請
求
誤
り（
ミ

ス
）」
と
「
不
正
請
求
」
を

同
一
視
し
、
医
療
費
抑
制
の

た
め
に
個
別
指
導
を
強
化
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
い

っ
た
や
り
方
に
対
抗
す
べ

く
、
協
会
は
今
後
も
指
導
改

善
に
む
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

 

（
お
わ
り
）

医
療
経
済

実
態
調
査
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厚
労
省
が
歯
科
疾
患
管
理

料
取
り
扱
い
で
事
務
連
絡

冨
本
昌
之
経
税
部
長
が
談
話
発
表

読売新聞６月10日付

１日に設置された適正化推進チーム等の体制図


